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【瀬戸石調整池の堆積土砂量の経年推移】 【堆積土砂掘削箇所】

【瀬戸石調整池での堆積土砂排除の状況】

・ 瀬戸石調整池の堆積土砂量は、計画的な堆積土砂排除および通砂/排砂運用により、最も多い
2012年度104.4万m3に比べ、2022年10月の調査では、53.4万m3と約５割減少しています。

・ 2022年度は、約9万m3の排除を実施しました。今後も、計画的に進めてまいります。
・ 最新の堆積土砂量は、河床の調査が終了後、お知らせします。

排除前(2022年11月) 排除後(2023年3月)

【2022年度の堆積土砂排除実績】
(1) 堆積土砂排除量 ： 約9万m3

(2) 排 除 期 間 ： 2022年11月～2023年3月

掘削箇所⑤ (球磨川本流左岸) 掘削箇所⑤ (球磨川本流左岸)

掘削箇所① (球磨川本流右岸) 掘削箇所① (球磨川本流右岸)

掘削箇所
（支流吉尾川）

地理院地図（電子国土Web）に加筆

※ 53.4万m3は2022年10月の堆砂量
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